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障害者等の利用しやすさに配慮したデザインとは、どのようなデザイン・部材の
事を指しておりますでしょうか？

一般的に流通している自動販売機であれば問題ありません。設置の際
は、必要に応じて事前に消防局施設課の担当者と調整してください。

記載の前年度売上本数とは、令和4年度の実績との認識で間違いないでしょう
か？
また、追加で令和3年度分を公開いただく事は可能でしょうか？

前年度売上本数とは、令和４年度の売上本数です。
令和３年度の売上本数を別紙のとおり公表します。

：市有財産への飲料自動販売機設置事業者公募（05-21-004）

非常用バッテリーの搭載は必須ではありません。
災害発生時、商品の無償提供が可能な方法としてください。

設計図書等に関する質問への回答

質　問　事　項 回　　　答

災害援助ベンダーの仕様についての記載が御座いませんが、
非常用電源(バッテリー)非搭載の機器でよろしかったでしょうか？

：令和５年11月15日



別紙 

従業員数及び飲料自動販売機実績 

No. 施設名称 

※１

当直人数

※１

日勤人数
令和３年度 

売上本数 

１ 救命士養成所 ※２ 6 3,128本 

２ 浦島消防出張所 4 1 1,259本 

３ 菅田消防出張所 7 1 1,633本 

４ 片倉消防出張所 9 1 3,401本 

５ 松見消防出張所 8 1 2,751本 

６ 西消防署 21 34 5,910本 ※４ 

７ 浅間町消防出張所 8 1 4,715本 

８ 境之谷消防出張所 8 1 5,171本 

９ 中消防署 18 42 6,620本 ※４ 

10 山下町消防出張所 8 1 4,701本 

11 北方消防出張所 8 1 2,948本 

12 山元町消防出張所 8 2 3,143本 

13 本牧和田消防出張所 ※３ 16 1 11,477本 

14 蒔田消防出張所 8 1 1,380本 

15 大岡消防出張所 8 1 1,392本 

16 六ツ川消防出張所 8 1 3,847本 

17 保土ケ谷消防署 15 30 6,724本 ※４ 

18 大正消防出張所 8 1 2,658本 

19 吉田消防出張所 8 1 2,490本 

20 鳥が丘消防出張所 5 1 2,091本 

21 東戸塚消防出張所 8 1 3,191本 

22 深谷消防出張所 4 1 1,045本 

※１ 当直：8：30～翌 8：30 まで勤務するもの（土日祝も勤務あり）

日勤：月曜日から金曜日まで 8：30～17：15までの勤務するもの 

※２ 救急救命士養成所は、上記の人数に加え年間を通して 16～40名程度の職員が研修者とし

て勤務します。 

※３ 本牧和田消防出張所は令和６年度より当直人数が４人となる予定です。

※４ 既設自動販売機２台の平均売上本数を記載しています。
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